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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

入学・編入学予定者と保護者そして専攻科全学生には，学期開始前にオリエンテーションを行い説

明を行っている（資料７－１－①－１～３）。準学士課程１年生は４月にも研修を行い，専門学科ご

との教育方針や学習方法，卒業後の進路について動機付けを行っている（資料７－１－①－４～６）。

他の学年も年度当初に担任が，学科の現状や学級の運営方針を示している（資料７－１－①－７，

８）。 

資料７－１－①－１ 

合格者オリエンテーション資料(抜粋) 

 

 (出典 学生課作成資料) 
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資料７－１－①－２ 

編入学者オリエンテーション資料(抜粋) 

 

(出典 学生課作成資料) 

資料７－１－①－３ 

専攻科入学者オリエンテーション資料(抜粋) 

 

(出典 学生課作成資料) 
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資料７－１－①－４ 

新入生オリエンテーション研修のしおり(抜粋) 

 

 

 

(出典 学生課作成資料) 
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資料７－１－①－５ 

制御情報工学科紹介資料(抜粋) 

 

(出典 制御情報工学科ガイダンス資料) 

資料７－１－①－６ 

機械工学科紹介資料(抜粋) 

 

人柄のよい優秀な技術者となって世の期待にこたえよ

教育理念

知：工学基礎学力の涵養
徳：穏やかなで寛容な心
体：健全で丈夫な身体

安全
5S（整理，整頓，清掃，清潔，躾）

学科目標

 

 

 (出典 機械工学科ガイダンス資料) 
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資料７－１－①－７ 

電気電子工学科 4 年生ガイダンス資料 

 

沼津高専電気電子工学科新５年生へ 

２０１１．４．６． 

Ｈ２3年度クラス担任：○○○○ 

居室：Ｅ科棟0階Ｅ000 

電話：O55-926-0000 

E-mail:ｘｘｘｘｘ@numazu-ct・ac・jｐ 

(1)５年生になって考えてほしいこと 

・５年生は最上級生であり，卒業という出口に向かって進む重要な学年です． 

・１年後は卒業して各自の進路に分かれています．その時，自分はどうなっていたいか考 

えて，これからの計画を立ててください． 

・電気はエネルギーからエコロジーまで広く関わる分野です．電気電子工学科で学んだ 

ことをどのように活かしていくか，ということを意識して学修してください． 

・夏休み頃までに進路が決まると気が緩みます．「就職が決まっていれば不合格にはなら 

ない，卒業できる｣などという甘い考えは捨ててください．当たり前ですが，各教科の 

基準で評価され，不合格で単位が不足すれば留年です． 

・５年では「卒業研究」があります．これまで電気電子工学科で学んだことを土台にして 

自由に研究し，大いに楽しんでください． 

・５年生は成人になる年齢でもあります．自分の行動に責任を持つ，つまり，勉強も色々 

な活動もやらされているのではなく，自分で考えて行っていることなのです． 

「人生は，各人が考えたようにしかならない」 

 

(2)東日本大屋災にともなう対処について 

通学に支障が予想されるが，可能な範囲で各自対処してください． 

計画停電がある場合，授業を別紙の時間割に変更する．月曜実験が午前になる． 

東海地震もいつ起きるかわからないので，非常時の行動や連絡方法を確認すること． 

 

(3)学修・単位取得について 

・選択科目を積極的に受講しよう．受講票は４月２０日まで． 

・再評価が必要な者は４月中に申請すること． 

・Ｈ１９年度以降入学者は， すべての必修科目を修得していることが必要です． 

・就職活動や大学編入試験で休んでも公休にはなりません．事前に届け出てください． 

･欠席・欠課届があれば時数補修が受けられます．その他いかなる場合も休む時は事前 

に担任に連絡してください．メールでも結構です． 

 

(出典 電気電子工学科 4 年生ガイダンス資料) 
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資料７－１－①－８ 

制御情報工学科３年生ガイダンス資料(抜粋) 

 

平成 23 年度 制御情報工学科第３学年 新年度ガイダンス資料 

担任の連絡先（表題に名前を書いたメールを 4/8 までに担任へ送ってください） 

学校の E-mail アドレス：xxxxxx@numazu-ct.ac.jp 

学校直通の電話番号：０５５－９２６－００００ 

１．予定 

【４月６日（水）】 

8:50～新ホームルーム 

9:20～始業式・対面式 

10:20～ホームルーム・写真撮影・教科書販売等 

（写真撮影は 11:25～：学生証に検印、場所は選択制教室４） 

13:00～クラブミーティング 

 【４月７日（木）】 

    8:50 までに尿キットを教室で回収・その後保健室に提出（13 時に外部機関が回収） 

 【４月８日（金）】13:45 ぐらいまでは授業を受ける←昨年とは異なるので注意！ 

 13:50～14:35 定期健康診断（歯科は 14:00～14:20：歯磨きをしておくこと） 

 

２．通学について（ステッカー等の配布） 

 自転車・バイク通学が増えますが、安全には十分注意してください（防衛運転の実施）。必ず

学校のルールを守ってください（無届の自転車やバイクでの登校は禁じられています）。長期休

暇中に駅の駐輪場へ自転車やバイクを置いておくことも禁じられています（休暇前にアナウンス

します）。ルールを破ると様々な権利を失ってしまうので気をつけて下さい。 

 

３．提出物について 

【重要】大人の社会では期日を過ぎたり内容に不備があったりすると、ほとんどの場合、提出物

は受理されません。期日と内容の確認をこれまで以上に徹底してください（２年後には就職試験

等があります）。また、これからは必要な情報は自分から収集することが求められます。 

 

 提出物       提出先   提出期限 

 宿所届（保険証のコピー：A4） 学級担任  5/9(金) 

 東海地震行動表    学級担任  5/9(金) 

 クラブ登録票     クラブ顧問  4/20(金)←例年より早い 

（希望者のみ） 

 高校奨学金書類   学生課学生係  4/25(月) 

 日本学生支援機構奨学金書類  学生課学生係  5/9(月) 

 

(出典 制御情報工学科資料) 
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なお平成19年度より１年生に，平成21年度には２年生にも専門学科の教員を副担任として配置し，

下級生と専門学科のつながりを強化し（資料７－１－①－９），学習を進める上でのクラスにおける

ガイダンスを密にした。 

授業初回には各科目担当教員がシラバスを配布し，授業の概要や目的，成績評価基準および，オフ

ィスアワーの設置等を周知している（資料７－１－①－10，11及び前出資料５－６－②－３，４）。 

資料７―１―①－９ 

平成 23 年度学級担任一覧 

 

(出典 本校学内限定ウェブサイト) 
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資料７―１―①－10 

電子制御工学科シラバス(抜粋) 

 

(出典 本校公式ウェブサイトより抜粋) 
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資料７―１―①－11 

機械工学科シラバス(抜粋) 

 
(出典 本校公式ウェブサイトより抜粋) 
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学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制としては，科目担当教員，クラス担任・副

担任がまずはその窓口となる。授業やクラス以外では，専攻科生が下級生の勉強を手助けしたり（資

料７－１－①－12，13），何でも科目相談室として教務関係教員が質問に応じる機会を設けている

（資料７－１－①－14，15）。寮においては，マテカと称した学生主体の勉強会を行っている（資料

７－１－①－16，17）。 

教員間では，平成19年度より担任連絡会議を設置し，学習支援に関する問題や情報の共有を行って

いる（資料７－１－①－18）。 

資料７―１―①－12 

専攻科生による学習支援 

専攻科生による学習支援（勉強部屋）の報告書 

作成者：藤田將喜 

 

 専攻科生による本科生への学習支援の第一段階として、6 月 17 日（木）～6 月 23 日（水）に

かけて勉強部屋を開催した。本書は、その活動に関する報告書である。 

 

目次 

1. 概要 

2. 参加者内訳（本科生）と支援した内容 

3. 参加者内訳（専攻科生） 

4. アンケート集計結果 

5. 今後の展開 

 

1. 概要 

1-1．支援体制 

 勉強部屋の実施期間中、専攻科生 10 名程度を支援学生として教室に待機させ、教室を訪

れた本科の学生に対して勉強の指導等を行った。専攻科生は、本科 5 学科の出身者が必ず

一人は待機しており、どの学科の学生が訪れても対応可能な体制を整えていた。 

 

1-2. 実施期間および場所 

・ 実施期間：2010 年 6 月 17 日（木）～6 月 23 日（土） 

・ 実施場所：選択制教室 3・4 

 

1-3. 広報活動 

・ 実施期間前に、担任を通じ各クラスにおいて勉強部屋の実施に関する連絡を行うととも

に、各教室にポスターを掲示した。 

 

(出典 専攻科生による学習支援（勉強部屋）の報告書) 
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資料７―１―①－13 

専攻科生による学習支援 

専攻科生による学習支援（継続的支援）の報告書 

作成者：藤田將喜 

 

 専攻科自治会主体による勉強部屋の実施後、専攻科生による本科生への学習支援の第

二段階である個人単位での継続的な学習支援を実施した。また、低学年対象の「数学を

中心にした学習相談」にも、専攻科生が補助として参加した。本ドキュメントはこれら

の活動の報告書である。 

 

目次 

1. 継続的な学習支援について 

 事例 I E2 の学生に対する学習支援 

 事例 II  C1 の学生に対する学習支援 

2. 「数学を中心にした学習相談」への参加について 

 

 

1. 継続的な学習支援について 

事例 I E2 の学生に対する学習支援 

I-1. 経緯と概要 

 2010 年の 9 月初旬に、E2 の学級担任から専攻科自治会に対して、学習面で悩みを抱

えている学生 1 名（E2）への学習支援の要請があり、E 科出身の専攻科生（1 名、ME 専攻 2

年）が担当学生として支援を行った。 

 

I-2. 実施日時および場所 

・ 実施期間：2010 年 9 月 9 日（木）～9 月 17 日（金）（ただし、土・日、14 日（火）は除く） 

・ 実施時間：15:30~18:00 

・ 実施場所：E2 教室 

 

I-3. 支援の様子 

 E2 の学生は電磁気学の支援を希望しており、教科書と演習問題を用いて理解が不十分

である部分の支援を重点的に行なった。E 科出身の専攻科生にとっては、電磁気は既に

本科において学習経験があり、学習上のポイントを押さえた支援がなされた様子であっ

た。また、支援を受けた学生は、同じ学科の先輩による学習指導が学生に近い目線で分

かりやすく、満足した様子であった。 

 

(出典 専攻科生による学習支援（勉強部屋）の報告書) 
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資料７―１―①－14 

何でも科目相談室のお知らせ 

 

何でも科目相談室のお知らせ 

 

 試験が終わって，「これはいかん！」という人いませんか。 

成績があがらない，勉強方法がわからない，授業のスピードについていけない

・・・・。 

 「まあいいや」と放っておいて，学年末近くになってあわてて対策を立てて

も，なかなか思うようにはなりません。学習につまずいたときは，早めに対策

を立てて，立て直すことが大切です。 

 何でも科目相談室では，ベテランの教員（勝山ほか）が，あなたに合った，

きちんとした勉強方法を一緒に考えます。一人で悩んでないで，相談に来ませ

んか。 

 

何でも科目相談室 

 

 対象：学習に困っているすべての沼津高専生 

 

 日時：毎週木曜日の放課後（16:00 から 17:30 まで※） 

 

 期間：6/17（木）から夏休み前まで。 

  ただし，6/24 は 17:00 開室，7/1 は 17:00 閉室 

 

 場所：物理実験室  ( 専攻科棟３Ｆ, Ｅ１の奥）  

 

 持ってくるもの： 相談したい科目のノートと教科書 

 

   ※ 上記の時間で都合がつかない方は物理の勝山までご相談ください。 

 

 

 

(出典 何でも科目相談室案内資料より抜粋) 
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資料７―１―①－15 

何でも科目相談室の活動報告 

 

(出典 本校研究報告第 44 号) 
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資料７―１―①－16 

マテカ開催通知 

 

 

 

(出典 寮生会マテカ委員会資料) 
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資料７―１―①－17 

マテカ実施中の様子 

 

(出典 寮生会マテカ委員会資料) 

資料７―１―①－18 

担任連絡会議開催通知 

 

 

(出典 本校学内メール) 
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保護者に対する情報提供としては，保護者懇談会に加えて，平成21年度より授業参観日として一定

期間，授業を公開し，同期間に各学科が１日ずつ学科説明会を開いて情報を発信している（資料７－

１－①－19～21）。 

学習に限らず，問題を抱える学生に対しては学生生活支援室を設置し，男性，女性のカウンセラー

（非常勤）をそれぞれ１名が週１回（計２回），放課後から２０時までカウンセリングに当たるなど，

担任以外の教職員からの支援が行われている。（資料７－１－①－22）。 

資料７―１―①－19 

保護者懇談会開催通知 

 

(出典 学生課作成資料より抜粋) 
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資料７―１―①－20 

保護者懇談会資料 電子制御工学科(抜粋) 

 

(出典 電子制御工学科保護者懇談会資料より抜粋) 

資料７―１―①－21 

保護者懇談会資料 物質工学科(抜粋) 

 

(出典 物質工学科保護者懇談会資料より抜粋) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生に対しては，適切にガイダンスを整備し実施している。学生の自主的学習を進める上での相談

・助言のための窓口の整備や，勉強会が企画され実行されている。また保護者に対しては授業参観と

学科説明会を実施し，学習の状況説明を行うとともに学生指導に関する相談を受けたり協力依頼等し

ており，ガイダンスの適切な実施と相談・助言の体制が整備され機能している。 

資料７―１―①－22 

学生生活支援室の活動状況 

 

 

 

(出典 学生生活支援室資料) 
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観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

自主的学習環境としては，図書館，総合情報センター，各クラスのホームルーム，寮食堂，学科ご

との演習室などが整備されている。 

図書館は，閲覧スペース，検索用のパソコンブース，雑誌コーナー，英語多読コーナー，特別コー

ナー，新着図書コーナーが設置され，学生の便宜を考慮し，平日は 20 時まで，土日も９時から 16 時

まで開館され，有効に機能している（資料７－１－②－１，２及び後出資料８－２－①－７）。 

                                             資料７－１－②－１ 

図書館利用案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 本校公式ウェブサイト) 

 

 

 

学外者向け利用案内 

・本校図書館は一般の方にも公開しており、希望があれば図書の貸出サービスも受けられます。 

※研究室へ長期貸出中の図書や、帯出禁止資料等、貸出に応じられない場合もあります。ご了承ください。 

    また、受験勉強等の目的での机のみの利用はご遠慮願います。 

・一般利用者の方が、図書貸出カードの交付を受けようとするときは、図書館利用願に身分を証明できる書類等

（免許証、保険証）を添えて申請してください。 

・交通案内（アクセスマップ） 

・建物配置図 こちらの図の１６番の建物の２階です。 

・利用案内パンフレット(PDF)のダウンロードはこちら 

 

  

開館時間 
平 日  ８：３０－２０：００  

 ただし、夏季、冬季、春季の長期休業中は１７：００まで           

 
土・日  ９：００－１６：００ 

  ただし１２：００～１２：４５は職員の昼休みのため一時閉館 

休館日 
祝日、振替休日、年末年始、夏季、冬季、春季の長期休業中の土・日曜日、年末・年始（１２

月２８日から翌年１月４日） 

貸 出 
１人、同時に５冊まで、２週間 

貸出の際には、学生の場合は学生証、教職員の場合は教職員証が必要 

蔵書検索 蔵書の検索はこちら （学外からもアクセス可能） 

  

所在地・問合せ先 〒410-8501 静岡県沼津市大岡 3600 tel.055-926-5715 図書係 

 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/1040-tosyo-riyounegai.pdf
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/pdf/accesmap_new.pdf
http://library.numazu-ct.ac.jp/collegeMap.gif
http://library.numazu-ct.ac.jp/ippan-riyo-annai.pdf
https://elibopac.nagaokaut.ac.jp/opac/expart-query?mode=2&kscode=024&selfcode=024
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                              資料７－１－②－２ 

図書館利用統計 

 

 

 

 

（出典 平成 22 年度 7 月 図書委員会資料） 
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また，図書購入に際しては，学生の希望を受け付けているほか，教員からの推薦図書も積極的に購

入している。総合情報センターは，第１演習室に50台，第２演習室に25台，雑誌閲覧室に６台の端末

が整備されている。利用時間は，平日の８時半から１７時までとなっているが，授業で使用されてい

ない時にはいつでも利用することができるようになっている。また，学内のほぼ全域で無線ＬＡＮシ

ステムが整備され，インターネットへの接続が可能な状況となっている。それにより，e-learningシ

ステムによる学生の学習支援がより円滑に行われるようになった（資料７－１－②－３及び後出資料

８－１－②－４，６）。なお，平成23年度よりeラーニング環境をBlackBoardから費用負担の無い

moodleに変更した。 

寮においては，学生の自主的学習支援活動として寮食堂が有効に活用されマテカが実施されている

（資料７－１－②－４）。 

厚生施設，コミュニケーションスペースとしては，尚友会館（資料７－１－②－５），課外活動用

各施設（資料７－１－②－６），講義棟のリフレッシュコーナー等が整備され，学生や教職員に利用

されている。 

総合情報センターは日々の利用計画をWEB上やセンター入り口にて公開し，学生の自主学習に便宜

を図っている（資料７－①－②－７）。教室以外からも随時自主学習が可能な環境を公開し，語学の

自主学習等に役立っている(資料７－１－②－８)。 

資料７－１－②－３ 

 

e-learning システムへのアクセス状況 

 

（出典 総合情報センター） 
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資料７－１－②－４ 

 マテカの概要          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 寮生会作成資料) 
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資料７－１－②－４続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 寮生会） 
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 HOME > 学校案内 > 施設案内 > 尚友会館 

  

 

    

 

 

図書館 総合情報センター 地域共同テクノセンター 機械実習工場 尚友会館 学生寮 

   

 尚友会館は，学生及び教職員の福利厚生を図ると共に，学生の課外活動を育成し，学生生

活を豊かにすることを目的に建設された。 

 構造は，鉄筋コンクリート二階建てで，延べ面積は 723 ㎡である。 

 会館には，食堂・売店・理容室があり，学生・教職員の食事等に利用されている。 

 
 

   

 

 

       ロビー             食堂  

 

          売店               理容室 

(出典 本校公式ウェブサイト) 

福利施設（尚友会館）の概要                    資料７－１－②－５ 

 

平成 22 年度 学生食堂利用状況 

項目     営業日数  A 定食   B 定食   丼  パスタ  カレー  蕎麦等  ラーメン   計 

4 月      21    634    273  401   56   338   332    274   2308 

5 月      18    645    244  376   41   271   341    159   2077 

6 月      22    688    266  449   42   272   430    178   2325 

                            （出典 尚友会館内学生食堂の利用実績） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/index.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/index.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/top.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/library.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/info.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/techno.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/factory%5b1%5d.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/welfare.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/ins/dormitory.html
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資料７－１－②－６ 

 

課外活動用各施設の概要               

 

 

 

                              （出典 クラブ顧問会議資料） 

 

課外活動共用室 

運動部部室－１ 

ロボコン部部室 

運動部部室－２ 
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資料７－１－②－７ 

総合情報センターの日々の利用計画 

 

 

 

 （出典 総合情報センター資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

図書館の開館時間が十分に確保され，有効に活用されている。総合情報センター，マルチメディ 

ア教室，各学科演習室において十分なＰＣ端末数が準備されているのみならず，無線ＬＡＮシステ 

ムの拡張により学内どこからでもe-learningシステムにアクセスし，自学自習することができる。 

また，寮生には，寮食堂を利用した学生主体の勉強会マテカが十分活用されている。学生生活に潤 

いを与える厚生施設として食堂や部室等が完備され，十分活用されている。 

資料７－１－②－８ 

語学の自主学習環境 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験や

検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

学生のニーズを把握する体制としては，科目担当教員，クラス担任・副担任がまずはその窓口とな

っている。何でも科目相談室として教務関係教員の学習支援チームが学生の相談に乗る中で，学生支

援が必要と思われる学生に対して，平成23年度は積極的に学生と面接してニーズを把握している(資

料７－１－③－１)。 

資料７―１―③－１ 

学習支援会議 

 

 

 

(出典 本校学内限定ウェブサイト) 
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学生支援室では，毎年学生アンケートを実施し，その中で学生のニーズを把握している(資料７－

１－③－２)。資格試験や検定試験の支援は，募集要項が公開されると，関係部署からその都度案内

している（資料７－１－③－３）。特に工業英検は本校を会場として実施している（資料７－１－③

－４）。TOEIC IP試験は３，４年生全員を対象に本校を会場にして受験させ，TOEIC公開試験につい

ては，本校は賛助会員となっており，割安の受験料で学生が受験できる体制を整備し，多くの学生が

受験している(７－１－③－５)。TOEICは，成績に応じてを外部取得単位として認定することで，学

習意欲を促進し，600点を越える学生もいる（資料７－１－③－６，７）。ドイツ語検定は数こそ少

ないが，毎年数人の合格者が出ている（資料７－１－③－８）。 

資料７－１－③－２ 

学生アンケート依頼文書 

 

 

（出典 本校学内メール） 
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資料７－１－③－２続き 

アンケート用紙より抜粋 

 

 

 

 

(出典 学生生活支援室資料より抜粋) 
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資料７―１―③－３ 

情報処理技術者試験案内 

 

(出典 総合情報センター内掲示板) 

資料７―１―③－４ 

工業英検案内通知 

工業英検の案内
工業英検 ２級・３級・４級の受験申し込みを受け付けます。
受験希望者は 大庭 （電子制御工学科棟１階）、

または 大久保 （制御情報工学科棟4階） まで、

検定料を添えて申し込んでください。

申込〆切は5月10日（火） 13時です。
< 期限厳守で御願いします >

第87回工業英検

試験日時：平成23年5月29日（日）
4級 9：20 （試験時間 60分）
3級 10：40 （ 〃 70分）
2級 12：10 （ 〃 100分）

試験会場：本校（選択制教室Ⅰを予定）

検定料： ４級 ２，０００ 円
３級 ４，６００ 円
２級 ６，４００ 円

参考
本検定に合格した場合、申請すれば本校の単位としても認められます。
ただし平成１６年度以降の入学生は、４、５年次で４級に合格しても

本校の単位としては認定されません。３級以上については学年を問いません
(学生便覧の「技能審査の合格に係る単位修得の認定について」を参照)。
合格発表は6月21日の予定です。

なお、受験生の総数が１０名に満たない場合は本校での実施は
中止されます。ご承知おき下さい。

本年度の本校での工業英検の実施予定は、 5月29日（2・3・4級）（今回）、
7月30日（ 3・4級）、11月13日（2・3・4級） 、 1月28日（3・4級） です。

 

(出典 工業英検の募集案内ポスター) 
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資料７－１－③－５ 

TOEIC の公開試験申し込み 

 

 

 

(出典 本校学内メール) 
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資料７―１―③－６ 

TOEIC 申込書 

 

 

 

(出典 学生課作成資料より抜粋) 
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豊かな国際感覚とコミュニケーション能力の養成をより図り易くする目的で，平成22年度より国際

交流委員会規則を全面的に改定し，機能的な体制を整えた（資料７－１－③－９）。平成22年度の語

学研修はイギリスで2週間の研修を実施した（資料７－１－③－10）。平成23年度は４月25日に説明

会を開催し，９月４日～18日の日程で，シアトルでの実施が確定している（資料７－１－③－11）。 

専攻科課程においても専攻科長が窓口となり、国際交流委員会と連携をとりながら、ISTS等の国際

会議や高専機構の海外インターンシップ等に応募する学生の支援をしている。

資料７―１―③－８ 

ドイツ語検定合格者の推移 

 

ドイツ語検定
年度 合格者(人)
平成19年度 4
平成20年度 4
平成21年度 3
平成22年度 7  

(出典 教務委員会資料より作成) 

資料７－１－③－７ 

 

技能審査合格に係る単位習得の認定 

 

(出典 平成 23 年度教務委員会資料より抜粋) 
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資料７－１－③－９ 

国際交流委員会議事録 

 

 

(出典 交際交流委員会議事録) 
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資料７―１―③－10 

語学研修報告書(抜粋) 

 

 

(出典 語学研修の報告書) 
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（分析結果とその根拠理由） 

 科目担当教員，クラス担任・副担任をはじめ，教務関係教員による学習支援チームや学生生活支援

室が積極的に学生ニーズの把握に努めている。資格試験や検定試験の受験，外国留学の支援体制が整

備され，機能している。検定試験は外部修得単位認定への申請が多くあることやTOEICでは600点を越

える学生も出ていること等から，支援体制が整備され，機能していると判断する。 

資料７―１―③－11 

語学研修募集ポスター 

 

(出典 語学研修の募集案内ポスター) 
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観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。ま

た，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本科の成績不振者へは専攻科生による学習支援や何でも科目相談室を設けて，参加を促している。

特に１年生に対しては，定期試験毎に成績不振者を調べ，数学の補習を受講させている（資料７－１

－④－１，２）。また副校長（教務主事）からも随時，学習支援を要請する通知がなされる（資料７

－１－④－３）。 

資料７―１―④－１ 

数学補習対象者の出欠状況 

 

(出典 数学補習資料出席簿) 
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資料７―１―④－２ 

数学補習課題(抜粋) 

 

(出典 数学補習教材) 
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 資料７―１―④－３ 

学習支援要請の通知 

 

 

(出典 本校学内メール) 
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 外国人留学生に関する全体的なことは国際交流委員会で扱い，事務的支援は主として学生課で扱っ

ている。具体的な支援は基本的には該当クラスの担任が指導教員となって行っている。さらに，学業

および生活全般についての相談相手として学生チューターを配置している（資料７－１－④－４）。

１年目に当たる３年次のチューターは寮生から選出し，寮生活の面倒も見ている。日本語の授業及び

補講の他，３年次に日本事情の授業を設けている。日本文化の体験のため，留学生向け授業の日本事

情を担当する社会科教員が引率して近くの施設見学も行っている（資料７－１－④－５）。 

 編入学生への学習支援としては，編入学前の補習課題として英語，数学，物理の課題を与え，定期

的に提出させる等して事前指導を行っている（資料７－１－④－６）。編入学後は，学科により異な

るが，授業科目を設けて集中講義などで編入学生の学習支援を行うか（前出資料５－１－①－２，４，

５），必要に応じて科目担当教員が補習等を行っている。 

留年生への特別な指導としては，前年度の成績を考慮して科目ごとに受講，もしくは定期試験の免

除という制度を設けて，授業負担が軽くなるように配慮している（資料７－１－④－７）。２，３年

生の留年生に対しては，教務関係教員の学習支援チームが支援を行っている。 

 

資料７－１－④－４ 

留学生チューター一覧 

 

 

 

(出典 学生課作成資料) 
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資料７－１－④－５ 

留学生の対応状況 

 

(出典 日本事情担当者資料) 
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資料７－１－④－６ 

編入学生説明会についての連絡 

 

(出典 本稿学内メール) 
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資料７－１－④－７ 

留年生への学習支援(抜粋) 
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（分析結果とその根拠理由）  

外国人留学生，編入学生，成績不振者，留年生といった，異なる支援を要する学生に対して，それ

ぞれに学習支援体制を整え，必要な支援を行っている。 

 

資料７－１－④－７の続き 

 

 

 

(出典 平成 23 年度学生便覧より抜粋) 
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観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整

備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

（観点に係る状況）  

学生のクラブ活動や学生会等の課外活動については，学生会会則（資料７－１－⑤－１）に基づき

組織運営され，校長補佐（学生主事）を委員長とする学生委員会によって指導，監督及び主催がなさ

れている。 

 

 

 

クラブ活動は，現在20の運動部と３文化部及び２つの文化・サークル連合が存在し，１教員１クラ

ブ顧問制により一部の管理職教員を除く全教員体制で管理・指導が行われている（資料７－１－⑤－

２）。 

資料７－１－⑤－１ 

学生会会則(抜粋)     

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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                    資料７－１－⑤－２ 

 クラブおよびクラブ顧問一覧 

 

（出典 クラブ顧問会議資料） 

 

また，クラブ顧問会議において定期的に諸課題の報告・検討が行われている（資料７－１－⑤－

３）。さらにクラブ活動の安全を確保するために，クラブ活動の安全対策マニュアルが作成され，そ

れに基づいてクラブごとの安全マニュアルも作成されている（資料７－１－⑤－４）。そして，学生

課学生係による事務的支援も行われている。また，外部コーチ制（資料７－１－⑤－５）が導入され，

クラブ顧問ではできない専門的な指導を受けることも可能となっている。課外活動や学生会活動で特

に顕著な業績を残した学生に対しては，卒業式などにおいて特別表彰も実施している（資料７－１－

⑤－６）。これらの活動にかかる経費については，全学生から徴収した学生会費をはじめ，運営費交

付金及び教育後援会からの援助も行われている（資料７－１－⑤－７～９）。 
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資料７－１－⑤－３ 

 クラブ顧問会議に関する資料     

 

（出典 本校学内メール） 
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資料７－１－⑤－４ 

クラブ活動安全マニュアル（抜粋） 

 

クラブ活動における安全対策等の手引き 

―  安全第一方針に従うクラブ活動の指導指針 ― 

 

 

内  容 

 

I.クラブ活動における安全対策 

II.クラブ活動時の勤務体制 

III.クラブ活動に関する各種提出書類 

IV.クラブ活動等に関する諸規則，施設使用心得 

V.緊急連絡網(全体) 

VI.クラブ顧問・コーチ名簿 

VII.各クラブの安全対策等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津工業高等専門学校 

学生委員会 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料７－１－⑤－５ 

外部コーチ一覧表 

 

（出典 学生課作成資料） 
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               資料７－１－⑤－６ 

表彰規定(抜粋) 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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                     資料７－１－⑤－７ 

学生の活動経費に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－⑤－８ 

教育後援会決算書 

 

(出典 平成 22 年度教育後援会総会資料) 

（出典 平成 22 年度学生会予算案） 
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             資料７－１－⑤－９ 

学生の活動経費に関する資料 

平成22年度クラブ強化費予算配分方針(抜粋) 

１． 保留額・・・・・・１００，０００円 

２． 予算の申請・配分を「基本経費」と「活動経費」に分けて行う。 

３． 基本経費 

下記①・②・③については「基本経費」として全体の強化費から予め差し引くこととし，各クラブ・文化サークル連合の個別予

算には計上しない。 

なお，登録費は「団体扱い」のみを対象とし，「個人扱い」の場合は対象外とする。 

① 協会登録などの一定の条件を満たした団体登録料 

② 公式戦および公式戦に準ずる活動の参加料 

・高専大会参加種目のクラブ・・・・・・・なし 

・その他のクラブ・・・・・1大会(活動)のみ1/2負担(高校・大学等の区別なし) 

※ 高専大会経費については強化費には含めない(別途予算)。 

※ 個人登録費は全て個人払いとする。 

※ 「基本経費」については申請項目以外への流用は認めない(学生係で一元管理)。 

③ クラブ顧問の付添旅費（コーチ旅費も含む） 

※ 年度当初の各クラブ強化費執行計画に基づいて配分。 

４． 活動経費(標準配分額)・・・・・「活動経費」の「標準配分額」を以下のとおり算出する。 

● 実質配分額・・・・・〔クラブ強化費〕－〔保留額〕－〔基本経費合計〕 

● 固定配分額・・・・・実質配分額の50％を下記の比率で配分 

運動部・吹奏楽部・囲碁将棋部・ロボコン部：1.0， 文化サークル連合：0.4 

● 学生積算配分額・・・実質配分額の50％を学生の人数に比例して配分 

※この予算配分のための部員数は年度当初のものとする。 

● 〔活動経費・標準配分額〕＝〔固定配分額〕＋〔学生積算配分額〕 

※ 但し，年度当初の強化費執行計画においてコーチ謝金，参加費の申請がなかったクラブについては 

活動経費を０とし，支給しないこととする。 

５． 活動経費（予算決定） 

各クラブの「活動経費」を以下のとおり決定する。 

１） 〔申請額〕≦〔標準配分額〕→ 〔申請額〕※差額合計(余剰金)は２）で再配分 

２） 〔申請額〕＞〔標準配分額〕→ 〔余剰額を超過額に応じて再配分〕 

※ クラブ強化費予算額内訳 

教育後援会クラブ強化費予算額２，９００，０００円 

運営費交付金（謝金のみ支出可） ８６０，０００円 

合計３，７６０，０００円 

                              （出典 クラブ顧問会議資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

校長補佐（学生主事）を中心とした学生主事補，学生委員，クラブ顧問教員，学生課職員などによ

る人的支援，学生会費・運営費交付金・教育後援会費による経済的支援，系統的な安全対策や外部コ

ーチによる専門的指導などが整っており，学生が課外活動に取り組むための十分な環境が整っている。 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

（観点に係る状況）  

学生の生活に関しては，準学士課程では学級担任（資料７－２－①－１，２），専攻科課程では指

導担当教員（資料７－２－①－３，４）によって日常的に個々に対して行われるものが根幹である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               資料７－２－①－１ 

学級担任一覧 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料７－２－①－２ 

学級担任のためのレファレンスマニュアル(抜粋)           

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料７－２－①－３ 

専攻科担当教員（専攻科企画運営委員）一覧 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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 資料７－２－①－４ 

専攻科担当教員規定（抜粋） 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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学校全体としては，学生委員会が行うもの（資料７－２－①－３，５）と教職員，看護師，スクー

ルカウンセラーから構成される学生生活支援室（資料７－２－①－６，７）が行うものが存在する。

また，担任連絡会議（資料７－２－①－８）を通じて教員間における学生に関する情報共有もなされ

ている。加えて，本校が属する地域の高等学校間の生徒指導連絡協議会である沼駿地区生徒指導研究

協議会に加盟し，学生委員会のメンバーが街頭補導などに参加し，近隣高等学校との生徒指導に関す

る情報交換を行い，本校学生の生活指導や交通指導に生かしている（資料７－２－①－９）。 

 

 

 

 

       

        

 

 平成２３年度 学生委員会 業務分担（2011.4）     

  

        

 項  目   主任 担  当   

 生活指導 生地研  嶋 江上   

  生活アンケート  ※学生生活支援室    

  学内巡回  山中 大川   

  クリーン活動  大川 山中   

 交通指導   井上 鈴木久 松本  

 研修 御殿場研修（１年生）  ※2011 年度は中止（学内で実施）  

  

  スキー研修（３年生）  江上 嶋   

 クラブ活動   松本 鈴木久 井上  

 学生会活動 学生会  鄭 鈴木茂   

  高専祭  鈴木茂 鄭   

 その他 学生支援総合センター      

        

        

 平成２３年度 学生委員       

        

 主  事 蓮実（C)      

 主 事 補 井上（M) 鄭（D) 鈴木茂（S)    

 学生委員 鈴木久（L) 山中（M) 嶋（E)    

  江上（D） 松本（S) 大川（C)    

資料７－２－①－５ 

学生委員会による学生指導の体制 

（出典 学生委員会資料） 
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資料７－２－①－６ 

学生生活支援室の概要                

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料７－２－①－７ 

学生生活支援室による学生指導のための会議案内 

 

（出典 学生課作成資料） 
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（出典 本校学内メール） 

資料７－２－①－８ 

担任連絡会議による学生指導のための情報交換の一例 
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資料７－２－①－９ 

沼駿地区生徒指導研究協議会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 （出典 生地研開催案内文書） 
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学生生活支援室はメンタルヘルスを含めた学生のさまざまな問題に対する相談・援助を行ってい

る。さらに，スクールカウンセラーを週２日委嘱する（資料７－２－①－10，11）とともに，看護師

が常駐することにより，学生の健康面に関してはきめの細かい専門的な対応が可能となっている（資

料７－２－①－12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年３月３０日 

教員各位 

 

学生生活支援室長 

校長補佐（学生主事） 

 

平成２３年度学生相談について 

 

標記のことにつきまして、下記のとおり実施しますので、ご承知願います。 

なお、クラス担任におかれましては、クラス掲示用を貴クラスに掲示していただくととも

に、学生への周知をよろしくお願い申し上げます。 

記 

平成２３年度学生相談 

カウンセラー        宇治 友子 先生  月曜日 １５：３０～１８：３０ 

カウンセラー（臨床心理士） 房間 貞  先生  金曜日 １５：３０～１８：３０ 

場 所：共通棟１階 カウンセリング室 

☆ 予約優先。１人１時間枠。相談を希望される場合は、事前に保健室にご連絡をお願いいたし

ます。 

実施日：下表のとおり 

  

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

月 6 4 3 5

金 6 10 8 7 11 9 6 3

月 11 9 13 11 14 12 6

金 15 13 17 15 14 18 16 13

月 18 16 20 18 17 21 19 16

金 22 20 24 22 21 25 20 17

月 25 23 27 25 26 24 28 23

金 27 30 28 27 24

月 30 31 30 27

金  

                             （出典 本校学内案内メール） 

 

 

資料７－２－①－10 

カウンセラーによる学生相談の体制 
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           資料７－２－①－11 

相談室の利用実績（抜粋） 

   平 成 ２２ 年 度 学 生 相 談 集 計 

 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ件数の集計のみ記載  

月別　相談人数(N=165人 )

11

15

18

12

1

7

18

12

8

13

7

1

1

3

5

2

1

3

3

2

5

1

1

1 1

4

5

4

0

1
2

3

4

5
6

7

8

9
10

11

12

13
14

15

16

17
18

19

20

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月 １

月
２
月

３
月

人
数

(人
)

教員

保護者

学生

 

 月 相談人数  

  ４月 12  

  ５月 18  

  ６月 18  

  ７月 18  

  ８月 1  

  ９月 9  

 １０月 19  

 １１月 16  

 １２月 15  

  １月 16  

  ２月 16  

  ３月 7  

 合計 165  

    

（出典 カウンセラー作成資料） 
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学生の経済面に関しては，準学士課程１年から３年次については就学支援金，４年から５年次につ

いては授業料免除制度により支援が行われる（資料７－２－①－13）。また，日本学生支援機構など

の外部奨学金制度や本校同窓会による奨学金制度なども整えられ，経済状況に応じて幅広く対応する

ことが可能となっている（資料７－２－①－14）。奨学金等の情報は，ホームページを通し，常に最

新の情報が学生，保護者に周知されている。 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－①－12 

保健室の利用実績 

            

平成２２年度保健室利用状況  

             

  疾病 メンタルヘルス 合計 

  学生 教員 学生 教員 学生 教員 

  

実 

人員 

延 

人員 

実 

人員 

延 

人員 

実 

人員 

延 

人員 

実 

人員 

延 

人員 

実 

人員 

延 

人員 

実 

人員 

延 

人員 

４月 86 86 1 1 3 3 0 0 89 89 1 1 

５月 109 109 1 1 4 4 0 0 113 113 1 1 

６月 120 120 1 1 7 7 0 0 127 127 1 1 

７月 80 82 2 2 13 14 0 0 93 96 2 2 

８月 9 9 0 0 0 0 0 0 9 9 0 0 

９月 93 93 0 0 6 7 0 0 99 100 0 0 

１０月 148 149 1 1 7 7 0 0 155 156 1 1 

１１月 130 130 2 2 2 2 0 0 132 132 2 2 

１２月 110 110 4 4 9 10 0 0 119 120 4 4 

１月 203 203 3 3 28 29 0 0 231 232 3 3 

２月 46 46 1 1 16 19 0 0 62 65 1 1 

３月 13 13 5 5 3 3 0 0 16 16 5 5 

合計 1147 1150 21 21 98 105 0 0 1245 1255 21 21 

 

 

 

 

（出典 保健室作成資料） 
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授業料免除による経済的支援の実績                   資料７－２－①－13 

年度 区分 申請 全額免除 半額免除 基準外 備考 

平成 18 年度 
前期 57  32  17  8    

後期 55  35  15  5    

平成 19 年度 
前期 63  34  17  12    

後期 57  36  17  4    

平成 20 年度 
前期 72  39  19  14    

後期 60  37  14  9    

平成 21 年度 
前期 69  36  25  8    

後期 69  41  25  3    

平成 22 年度 

前期 

24  16  7  1  ４年生以上 

     

     

     

後期 

23  16  6  1  ４年生以上 

     

     

     

                             （出典 学生課作成資料） 

 

各種奨学金制度による経済的支援の実績                 資料７－２－①－14 

№ 奨学金名 募集学年 金額 返還 
利用者数 

H21 H22 

1 日本学生支援機構第１種奨学金 全学年 ＊１ 要 64 66 

2 日本学生支援機構第２種奨学金 全学年 ＊２ 要 6 3 

3 天野工業技術研究所奨学金 5 年生 年額 20 万円 不要 1 1 

4 ウシオ育英文化財団奨学金 5 年生 月額 6 万円 不要 0 0 

5 財団法人タミヤ奨学会 5 年生 月額 2 万 5 千円 不要 1 未定 

6 熱海市育英事業奨学金 全学年 月額 1 万 9 千円以内 要 0 1 

7 印野郷土振興協会奨学金 5 年生、専攻科 2 年生 月額 5 万円以内 要 0 0 

8 沼津中央ライオンズ基金 本科１・２年生 月額 1 万 5 千円以内 不要 1 4 

9 関育英会奨学金 本科 2 年生 月額 2 万円 要 0 1 


0 スズキ教育文化財団 本科 2･3 年生 月額 2 万円 不要 1 2 

11 交通遺児育英会奨学金 全学年 月額 2 万円、3 万円、4 万円から選択 要 1 1 

12 あしなが育英会奨学金 全学年 月額 2 万 5 千円 要 1 0 

（出典 学生課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程では学級担任・副担任，専攻科課程では指導担当教員がまずは窓口となって指導・相談

・助言を行う。そのサポート体制として，学生委員会，学生係，学生生活支援室が整備され有効に機

能している。また担任連絡会議は教員が横のつながりを持つことで，情報共有と学生指導における連

携で有効に機能している。 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる

状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況）  

外国人留学生の支援は，個別に割り当てられる担当教員及び学生チューターを中心として，学級担

任教員，寮務担当教員，学生課職員，非常勤の日本語担当教員などが密接に連携することにより行わ

れている（資料７－２－②－１）。 

 
 

留学生は，全員学生寮に入寮することから，学生寮においては留学生の文化的な事情等に対する整

備も行われている（資料７－２－②－２）。学校全体としては，国際交流委員会によって留学生に関

する支援が行われている（資料７－２－②－３）。 

特別な配慮を必要とするような障害を持つ学生の入学例はないが，教務の申し合わせに「身体的ハ

留学生の支援体制                         資料７－２－②－１ 

（出典 国際交流委員会資料） 
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ンディキャップを持つ学生には，クラス担任がクラス員からチューター学生（複数）を選び，対応す

る」がある。また，学生生活支援室，学生委員会，教務委員会，学級担任教員が連携して対応を考え

る体制が準備されている。 

また，設備面に関しては計画的に整備が行われ，エレベーターの設置や障害者用トイレの設置などが

完備しつつある（後出資料８－１－①－13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料７－２－②－２ 

寮内の留学生専用施設 

 

留学生の補食室                留学生のシャワー 

（※宗教の違いを考慮し，補食室とシャワー室はそれぞれ 2 室ずつある。） 

（出典 認証評価ワーキンググループによる写真） 
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（分析結果とその根拠理由）  

外国人留学生の支援に関しては，十分に整備され機能しているが，障害を持つ学生については，今

まで該当例がないため整備はされているがうまく機能するかどうかについては不明である。また，学

内でのバリアフリー化はある程度整備されているが，学寮地区でのバリアフリー化がまだ整備されて

いない。 

 

 

 

 

 

資料７－２－②－３ 

国際交流委員会による支援体制           

（出典 国際交流委員会開催案内メール） 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では低学年（１，２年生）全寮制（２年生に対しては弾力的な運用）を実施しており，指導寮

生を含む高学年生も含め，本校全学生の約半数が寮で生活している（資料７－２－③－１）。本校の

学習・教育目標，本校の養成すべき人材像に掲げる人間的素養の形成の場として学生寮は大きな役割

を果している。学生の生活及び勉学の場として有効に機能させるため，学生の自主性を最大限に生か

し寮生会を中心とした運営を行っている。寮務担当の教員組織として，寮務主事，専任寮監，寮務主

事補，寮務委員の 15 名であたっており，寮生会をうまく機能させることを指導の中心に据えて寮運

営を行っている。寮生会組織は，寮長，副寮長は全寮生の投票による選挙で選ばれ（資料７－２－③

－２），その下に各種委員会が組織的におかれ、寮務担当教員との会合（木曜会）を通じて情報交換

を行いながら円滑に寮運営を進めている（資料７－２－③－３，前出資料５－３－①－31，32）。学

生の点呼当番が一日に３回の点呼を行い，学生の生活の安全と健康状態を確認し，宿直教員に報告を

している。20:00～22:00 を静粛時間（学習時間）と定め学習に専念させ（資料７－２－③－４），

多くの学生は消灯まで学習している。学生による自主的な勉強会マテカ（前出資料７－１－①－17）

では，上級生が下級生に勉強を教えている。寮祭を始め，種々の行事を寮生会で企画し実行しており，

近隣の長泉北中学校へ学習支援に寮生が出かけて中学生に勉強を教える活動（後出資料 11－４－①

－３）や，他高専の寮生会との交流も行っている（資料７－２－③－５）。平成 22 年度には一関高

専及び釧路高専の２校と交換寮生を実施した（資料７－２－③－６）。本校の学生寮の運営体制は他

高専からも高く評価されており，平成 22 年度には米子高専，沖縄高専，豊田高専の３高専から寮務

関係教職員及び寮生が視察に訪れた（資料７－２－③－７）。 

 

 

 

資料７－２－③－１ 

在寮学生の人数 

 

 

(出典 平成 23 年度第３回総務委員会寮務主事報告より抜粋) 
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資料７－２－③－３ 

木曜会開催通知メール 

 

 

 (出典 本校学内メールより抜粋) 

資料７－２－③－２ 

 

寮生会選挙細則 

 

 

(出典 平成 23 年度学生便覧) 
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資料７－２－③－４ 

（１） 日課 

 

平日は、下記の日課に従って生活する。なお、テスト期間生活時間の変更をする 

場合もある。 

 

区分 時限 寮生留意点 

起床 6:55 起床時刻を厳守し、寝具の整頓を速やかにする。 

 

点呼 

 

7:00 
居室前で点呼を受ける。不在者・病人の有無を確 

認する。（8:00 までに点呼用紙を寮事務室に提出。） 

 

清掃 

朝礼 

朝食 

登校 

施錠 

授業 

 

 

昼食 

開錠 

夕食 

入浴 

 

7:00～7:30 

7:00 

7:30～8:30 

8:30 

8:30 

8:50 

 

 

11:45～13:00 

13:15 

17:00～19:00 

17:00～19:50 

 

 

原則として１ヵ月に１回、月曜日に行う。 

8:15 までに食堂に入ること。 

服装を整え、定刻までに登校する。 

 

欠席・欠課の場合は、必ず事前に寮監に申し出て承

認を受ける。本人がいない場合は階長が代理となり

欠席・欠課願を提出する。（8:40 までに提出） 

短縮授業中・テスト期間中は 11:30～13:00 

 

18:50 までに食堂に入ること。 

 

点呼・門限 
20:00 居室前で点呼を受ける。当番は風呂掃除を行う。 

静粛時間 

学習時間 

（20:00 以降） 

20:00～22:00 

雑談、放歌等は禁止する。 

学習に専念する。 

点呼 22:00 
居室前で点呼を受ける。不在者、病人の有無を確認

する。 

 

施錠 

 

消灯・就寝 

 

22:00 

 

23:00 

1:00 

 

点呼後、棟外の外出禁止。点呼当番が帰寮後、玄関 

を施錠する。 

１・２年生 

３年生以上    （詳細は次頁表１・２参照） 

 

〈注意〉  ※ 土曜日・日曜日・祝日・臨時休業日等は朝の点呼なし。 

※ 登校時間中は、寮内への出入りは禁じる。特別の事情がある場合 

には寮務関係教員又は担任教員の許可を受けて出入りする。 

  

(出典 寮生活の手引き) 
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 資料７－２－③－５ 

寮生会活動状況 

 

(出典 高専だより 98 号) 
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資料７－２－③－６ 

交換寮生日程表 

 

(出典 寮務主事資料) 
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一部管理職教員等を除く全教員で学生の生活の安全を維持するために宿直を行い，巡回しながら学

生を指導し，日誌で様子を報告している（資料７－２－③－８）。日中は寮生活の指導を行う専任寮

監を配置し，日々の寮生指導と情報の集約，そして木曜会での情報提供や寮生会との連携に努めてい

る。また平日は毎日，寮生の欠席状況をメールで全教員に連絡し，寮生の行動を全教員と共有してい

る（資料７－２－③－９）。 

 

資料７－２－③－７ 

 

沖縄高専の交換寮生報告書 

 

 

(出典 寮務主事資料) 
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資料７－２－③－８ 

寮生指導日誌 

 

(出典 寮生指導日誌) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生寮は教職員と寮生会役員によって円滑な運営体制を確立し，本校の学習・教育目標，養成すべ

き人物像に掲げる人間的素養の形成の場として大きな役割を果たし，学生の生活および勉学の場とし

て有効に機能している。 

 

資料７－２－③－９ 

欠席・欠課通知メール 

 

 

(出典 本校学内メール 
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観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

就職に関する取り組みは，就職委員会（資料７－２－④－１）を中心として行われている。ここで

は，定期的な委員会で就職状況の把握と問題点の洗いだし，これへの対応策の検討が行われている。

就職（面接）試験対策研修会（資料７－２－④－２）やキャリアアップセミナー（資料７－２－④－

３），個別の学生へのキャリアカウンセリングが行われている。 

 

                     資料７－２－④－１ 

 就職委員会の構成員 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料７－２－④－２ 

就職（面接）試験対策研修会の概要 

（出典 学生課作成資料） 
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 進学に関しては教務委員会が中心となって方針の決定を行い，進学のためのガイドブックを作成し

学生に配布している（資料７－２－④－４）。個々の学生に対する具体的な指導は，準学士課程にお

いては，各学科をベースとし，専門学科長・就職担当教員・学級担任教員などにより行われ（資料７

－２－④－５），これら担当教員の周知は，4 年次の学級担任により口頭で学生にアナウンスされて

いる。専攻科課程においては専攻科長・専攻科学生支援室・出身学科の就職担当教員などにより行わ

れている（資料７－２－④－６）。そして，就職，進学に関する各学科の方針や状況については，学

科ごとの保護者懇談会を通じて保護者にも説明がなされている（資料７－２－④－７）。平成２３年

度からは学生キャリア支援室が設置され，キャリアカウンセラーによるきめの細かい支援がなされる

予定となっている（資料７－２－④－８）。また，このような体制がしっかりと機能し，それが実績

として現れている（資料７－２－④－９） 

 

 

 

 

資料７－２－④－３ 

キャリアアップセミナーの概要 

（出典 学生課学生係） 
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（出典 学生課学生係） 

 

 

 

資料７－２－④－４ 

教務委員会が作成した進学指導に関する資料 

（出典 学生課作成資料） 
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               資料７－２－④－５ 

就職担当教員一覧 

（出典 本校公式ウェブページ） 
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資料７－２－④－６ 

専攻科の進路指導の概要 
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資料７－２－④－６ 続き 
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資料７－２－④－６ 続き 

 

 

（出典 専攻科長資料） 
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資料７－２－④－７ 

学科ごとの保護者懇談会 
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資料７－２－④－７ 続き 

 

                （出典 電子制御工学科長，電気電子工学科長作成資料） 
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資料７－２－④－８ 

沼津工業高等専門学校学生キャリア支援室規則 

 

○沼津工業高等専門学校学生キャリア支援室規則 

（平成23.6.8制定） 

（設置） 

第１条  沼津工業高等専門学校に、学生キャリア支援室（以下「支援室」という。）を置く。 

（業務） 

第２条  支援室は、次に掲げる業務を行う。 

（１）学生のキャリア支援及び職業意識の啓発の総括に関すること。 

（２）ガイダンス等就職支援事業に関すること。 

（３）学生のキャリア相談への対応に関すること。（各学科において対応するものを除く。） 

（４）学生の就職（インターンシップを含む。）に係る資料収集、整理及び分析に関すること。 

（組織） 

第３条  支援室は、次に掲げる支援室員で組織する。 

（１）室長 

（２）各学科及び専攻科就職担当教員  各１名 

（３）キャリアコーディネーター 

（４）キャリアカウンセラー 

（５）その他室長が必要と認めた者 

（任期） 

第４条  前条第２号及び第５号に掲げる者の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者

の任期は、前任者の残任期間とする。 

（室長） 

第５条  支援室の室長は、校長補佐（学生主事）をもって充てる。 

２ 室長に事故あるときは、あらかじめ室長の指名した学生主事補がその職務を代行する。 

（任務） 

第６条  室長は、支援室の業務を統括する。 

２  室長以外の支援室員は、室長の命を受け、支援室の業務に従事する。 

（報告及び協力） 

第７条  室長は、必要に応じて運営状況を校長に報告する。 

２  支援室員は、必要に応じて関係教職員に協力を求めることができる。 

（事務） 

第８条  支援室の事務は、学生課において処理する。 

（雑則） 

第９条  この規則に定めるもののほか、支援室の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

      附  則 

  この規則は、平成２３年７月１日から施行する。 

（出典 本校規則集） 
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程では，専門学科長・就職担当教員・学級担任が，専攻科課程では，専攻科長・専攻科学生

支援室・出身学科の就職担当教員が直接学生の指導・相談・助言を行う体制となっており，きめ細かい進

路指導が行われている。そのサポート体制として，就職に関しては就職委員会と学生係，進学に関しては教

務委員会と教務係があり，有効に機能している。平成23年７月からは「学生キャリア支援室」を設置し，より充

実した体制整備が図られつつある。

 

 

資料７－２－④－９ 

学生の進路状況 

（出典 学生課作成資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学生の自主性を最大限に生かし寮生会を中心とした寮運営組織を構築し、本校教育方針に掲げら

れている「全人教育」の観点からも，人間形成の面で有効に機能させ成果を上げている。 

校内のほぼ全域で無線ＬＡＮを使用できる環境を整備し，eラーニングの利用や図書・文献検索を容

易にし，併せて図書館の夜８時までの開館や土日曜日開館等により，学生の自主学習を支援している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

  

（３）基準７の自己評価の概要 

学生に対し適切にガイダンスを整備し実施している。自主的学習を進める上での相談・助言のため

窓口として，教務関係教員による学習支援チームが機能している。総合情報センターや各学科演習室

は授業時間外の使用を認め，図書館の夜間開館や土，日の開館，そして，校内のほぼ全域で無線 LAN

を使用できる環境を整備する等，学生の自主的学習環境が整えられ利用されている。科目担当教員，

学級担任・副担任はもとより，学習支援チーム及び学生生活支援室等が積極的に学生のニーズの把握

に努めている。資格試験や検定試験の受講や外国留学のための支援体制も整備され機能している。外

国人留学生，編入学生，成績不振者，留年生等，特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体

制が整備され，機能している。 

学生の部活動，学生会活動等は，校長補佐（学生主事）を中心に組織的に支援しており，人的・経

済的支援，安全対策や外部コーチの委嘱など，適切に機能している。生活や経済面に係わる指導・相

談・助言等は学級担任・副担任，専攻科課程では指導担当教員が窓口となって行い，学生委員会，学

生係，学生生活支援室等がそれをサポートしている。外国人留学生に対する支援は，国際交流委員会

を中心に十分な体制を整え実施している。障害を持つ学生の受け入れ態勢は整備しているが，これま

でに受け入れの実例はない。就職・進学の指導に関しては，専門学科長・就職担当教員・学級担任，

専攻科長・専攻科学生支援室・出身学科の就職担当教員・指導担当教員等が行っており、就職委員会

と学生係，教務委員会と教務係等がそれぞれサポートしている。平成 23 年度からキャリア支援セン

ターが設置され，より充実した体制が整えられつつある。 

本校は低学年（1,2 年生）全寮制を実施しており，学生の自主性を最大限に生かし寮生会を中心と

した寮運営組織を構築し，人間形成の面で有効に機能させ成果を上げており，他高専からも高く評価

されている。 

 


